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町の借金順調に減少し、財政の健全化へ令和元年度
決　算

　９月定例会は、９月１１日から２９日まで開かれました。
　令和元年度決算認定は、決算審査特別委員会を設置し審議し、本会議で１７会計
すべての決算を原案のとおり認定しました。
　また、町長から提案のあった補正予算、条例の制定など１４議案も原案どおり可
決しました。
　一般質問では、６人が登壇し、町政全般にわたり町長、教育長に質問しました。

【町債（借金）の残高】

【基金（貯金）の残高】

平成３０年度末残高

６３億５７６１万円

令和元年度末残高

６１億９２９０万円

増減額

▲１億６４７１万円

会計名

一般会計

特別会計

計

平成３０年度末残高

１３０億２５１７万円

５３億６４１７万円

１８３億８９３４万円

令和元年度末残高

１２６億３８３２万円

４５億　８３４万円

１７１億４６６６万円

増減額

▲  ３億８６８５万円

▲  ８億５５８３万円

▲１２億４２６８万円

町債（借金）と基金（貯金）の状況

【特別会計】

会計名

住 宅 新 築 資 金 等
貸 付 事 業

高齢者及び障がい者住宅整
備 資 金 貸 付 事 業

国民健康保険事業

後期高齢者医療

介 護 保 険

歳入決算

２１４万円

４万円

１７億３３００万円

１億８４８４万円

１８億８８３２万円

歳出決算

２１４万円

４万円

１７億２４７２万円

１億８４７１万円

１８億１３４１万円

【企業会計】

会計名

国 民 宿 舎 事 業

水 道 事 業
収益

資本

収益

資本

収　入

２億６８０２万円

３５４０万円

２億４１８４万円

２３４０万円

支　出

２億６６９６万円

６９９０万円

２億２０４５万円

９３２８万円

会計名

温 泉 事 業

下 水 道 事 業

農 業 集 落 排 水
処 理 事 業

財 産 区
（ ６ 財 産 区 ）

歳入決算

１６６１万円

１０億７４４９万円

１億７５５５万円

５１５万円

歳出決算

１１５３万円

１０億４３５６万円

１億７５５５万円

４４９万円

令和元年度　特別会計・企業会計の決算状況

総務費
18億1927万円
（18.3％）

民生費
28億811万円
（28.3％）

土木費
10億569万円
（10.1％）

教育費
8億2065万円
（8.3％）

公債費
13億6709万円
（13.8％）

総務費
18億1927万円
（18.3％）

町税
14億7506万円
（14.5％）

地方交付税
41億4137万円
（40.6％）

国・県支出金
19億8341万円
（19.5％）

町債（借入金）
8億8994万円
（8.7％）

その他
8億7641万円
（8.6％）

町税
14億7506万円
（14.5％）

繰入金
4億5066万円
（4.4％）

繰越金
2億6300万円
（2.6％）

使用料・手数料
1億1469万円
（1.1％）

地方交付税
41億4137万円
（40.6％）

国・県支出金
19億8341万円
（19.5％）

町債（借入金）
8億8994万円
（8.7％）

その他
8億7641万円
（8.6％）

民生費
28億811万円
（28.3％）

衛生費
6億7918万円
（6.8％）

商工費
2億3487万円
（2.4％）

土木費
10億569万円
（10.1％）

教育費
8億2065万円
（8.3％）

公債費
13億6709万円
（13.8％）

議会費
 8650万円（0.9％）

消防費
2億8078万円
（2.8％）

農林水産業費
6億2147万円
（6.3％）

一般会計

歳出
９９億２５４２万円

一般会計

歳入
１０１億９４５４万円

災害復旧費
2億181万円
（2.0％）



3 ゆりはま議会　　第 68 号

町の借金順調に減少し、財政の健全化へ令和元年度
決　算

　９月定例会は、９月１１日から２９日まで開かれました。
　令和元年度決算認定は、決算審査特別委員会を設置し審議し、本会議で１７会計
すべての決算を原案のとおり認定しました。
　また、町長から提案のあった補正予算、条例の制定など１４議案も原案どおり可
決しました。
　一般質問では、６人が登壇し、町政全般にわたり町長、教育長に質問しました。

【町債（借金）の残高】

【基金（貯金）の残高】

平成３０年度末残高

６３億５７６１万円

令和元年度末残高

６１億９２９０万円

増減額

▲１億６４７１万円

会計名

一般会計

特別会計

計

平成３０年度末残高

１３０億２５１７万円

５３億６４１７万円

１８３億８９３４万円

令和元年度末残高

１２６億３８３２万円

４５億　８３４万円

１７１億４６６６万円

増減額

▲  ３億８６８５万円

▲  ８億５５８３万円

▲１２億４２６８万円

町債（借金）と基金（貯金）の状況

【特別会計】

会計名

住 宅 新 築 資 金 等
貸 付 事 業

高齢者及び障がい者住宅整
備 資 金 貸 付 事 業

国民健康保険事業

後期高齢者医療

介 護 保 険

歳入決算

２１４万円

４万円

１７億３３００万円

１億８４８４万円

１８億８８３２万円

歳出決算

２１４万円

４万円

１７億２４７２万円

１億８４７１万円

１８億１３４１万円

【企業会計】

会計名

国 民 宿 舎 事 業

水 道 事 業
収益

資本

収益

資本

収　入

２億６８０２万円

３５４０万円

２億４１８４万円

２３４０万円

支　出

２億６６９６万円

６９９０万円

２億２０４５万円

９３２８万円

会計名

温 泉 事 業

下 水 道 事 業

農 業 集 落 排 水
処 理 事 業

財 産 区
（ ６ 財 産 区 ）

歳入決算

１６６１万円

１０億７４４９万円

１億７５５５万円

５１５万円

歳出決算

１１５３万円

１０億４３５６万円

１億７５５５万円

４４９万円

令和元年度　特別会計・企業会計の決算状況

総務費
18億1927万円
（18.3％）

民生費
28億811万円
（28.3％）

土木費
10億569万円
（10.1％）

教育費
8億2065万円
（8.3％）

公債費
13億6709万円
（13.8％）

総務費
18億1927万円
（18.3％）

町税
14億7506万円
（14.5％）

地方交付税
41億4137万円
（40.6％）

国・県支出金
19億8341万円
（19.5％）

町債（借入金）
8億8994万円
（8.7％）

その他
8億7641万円
（8.6％）

町税
14億7506万円
（14.5％）

繰入金
4億5066万円
（4.4％）

繰越金
2億6300万円
（2.6％）

使用料・手数料
1億1469万円
（1.1％）

地方交付税
41億4137万円
（40.6％）

国・県支出金
19億8341万円
（19.5％）

町債（借入金）
8億8994万円
（8.7％）

その他
8億7641万円
（8.6％）

民生費
28億811万円
（28.3％）

衛生費
6億7918万円
（6.8％）

商工費
2億3487万円
（2.4％）

土木費
10億569万円
（10.1％）

教育費
8億2065万円
（8.3％）

公債費
13億6709万円
（13.8％）

議会費
 8650万円（0.9％）

消防費
2億8078万円
（2.8％）

農林水産業費
6億2147万円
（6.3％）

一般会計

歳出
９９億２５４２万円

一般会計

歳入
１０１億９４５４万円

災害復旧費
2億181万円
（2.0％）



4ゆりはま議会　　第 68 号

東
郷
梨
地
域
連
携

　
　
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　 

事
業
の
成
果
は

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を

設
置
し
た
が
、
生

活
道
路
か
ら
外
れ
、
住
民
は

無
関
心
。

　
多
く
の
人
に
見
て
も
ら
え

る
場
所
へ
移
設
し
て
は
ど
う

か
。

作
家
の
意
志
を
尊
重

し
、
イ
ン
ス
タ
映
え

す
る
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
判
断

し
て
定
め
た
。

専
門
家
へ
３
年
間
の

委
託
事
業
の
よ
う

だ
が
、
こ
れ
で
完
結
し
た
の

か
。

専
門
家
に
よ
る
支
援

指
導
は
終
了
し
た
。

　

今
後
は
、
民
間
組
織
の
協

議
会
を
中
心
に
、
イ
ベ
ン
ト

な
ど
を
継
続
し
て
い
く
。

加
工
会
社
が
参
入
さ

れ
、
町
も
連
携
し
て

特
産
品
の
有
効
活
用
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

「
梨
の
葉
茶
」
の
取

り
組
み
は
。

二
十
世
紀
梨
の
若
葉

に
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル

が
多
く
含
ま
れ
る
の
で
、
茶

葉
と
し
て
販
売
す
る
会
社
に

原
材
料
と
し
て
出
荷
し
て
い

る
。

事
業
が
５
年
間
で
終

了
し
た
が
、
そ
の
結

果
は
。

梨
の
木
オ
ー
ナ
ー
制

度
を
確
立
し
、
そ
の

権
利
が
ふ
る
さ
と
納
税
の
返

礼
品
に
な
っ
て
お
り
、
特
産

品
の
Ｐ
Ｒ
に
も
つ
な
が
っ
て

い
る
。

対
象
農
地
は
耕
作
放

棄
地
な
の
か
。

後
継
者
の
な
い
農

地
を
引
き
継
い
で
い

く
。
耕
作
放
棄
地
で
は
な
い
。

６
次
産
業
化
を
め
ざ

す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

だ
っ
た
が
、
順
調
に
い
っ
て

い
る
の
か
。

問

観光客を待つモニュメント

問

答

　令和元年度の各会計決算認定は、議長と議会選出監査委員を除く
10人で構成する決算審査特別委員会に付託され、審査しました。
おもな質疑を紹介します。

答

答問

海
の
駅
と
ま
り
ブ
ラ
ン
ド
化

　
　
今
後
の
取
組
み
は

決算審査
　　特別委員会

問答問

答 問

答

問
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り
応
募
が
少
な
い
。

　

今
後
、
民
間
委
託
も
含
め

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

１
ク
ラ
ス
の
定
員
は

40
人
か
。

１
ク
ラ
ス
40
人
は
基

準
で
あ
り
、
40
人
を

超
え
て
も
受
け
入
れ
る
対
応

は
し
て
い
る
。

支
援
員
不
足
は
、
な

り
手
が
な
い
の
か
、

待
遇
面
が
悪
く
て
応
募
が
な

い
の
か
。
根
本
的
な
対
策
を

考
え
て
い
る
の
か
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通

じ
て
募
集
を
行
っ
て

い
る
。

　

今
年
度
か
ら
、
期
末
手
当

な
ど
待
遇
面
で
改
善
さ
れ
た

が
、
勤
務
時
間
の
制
約
が
あ

今
年
度
検
討
し
、
来

年
度
の
予
算
で
事
業

化
し
た
い
。

　

花
基
金
は
、
花
と
緑
の
ま

ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
、
や

る
こ
と
を
明
確
に
打
ち
出
し

て
い
る
の
で
、
き
ち
ん
と
明

ら
か
に
し
て
使
っ
て
い
く
。

基
金
を
使
っ
て
、
ど

の
よ
う
な
事
業
が
行

わ
れ
て
い
る
の
か
。

東
郷
湖
周
の
桜
植

樹
と
保
全
、
公
園

観
光
施
設
へ
の
植
栽
、
自
然

景
観
の
保
全
な
ど
の
事
業
に

基
金
を
充
当
し
た
い
。

　

ま
た
、
ハ
ワ
イ
海
水
浴
場

の
向
か
い
で
、
ト
ウ
テ
イ
ラ

ン
を
管
理
さ
れ
て
い
る
団
体

が
あ
り
、
必
要
な
ら
ば
一
定

の
支
援
も
あ
り
得
る
。

寄
附
者
の
思
い
に
こ

た
え
る
た
め
に
も
、

具
現
化
し
て
見
せ
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
は
。

協
力
隊
の
活
動
が
見

え
て
こ
な
い
。
町
が

出
資
し
て
い
る
以
上
、
責
任

が
あ
り
説
明
が
必
要
だ
。

活
動
は
、
町
報
な
ど

で
紹
介
し
て
い
く
。

　

会
社
の
状
況
は
、
な
る
べ

く
早
く
説
明
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
。

トウテイランの保全へ支援を

町民の相談に応じるスタッフ
（総合相談センター　どれみ）

地
域
お
こ
し
協
力
隊

は
、「
湯
梨
浜
ま
ち

づ
く
り
株
式
会
社
」
を
拠
点

に
活
動
し
て
い
る
。
会
社
の

決
算
や
事
業
報
告
を
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
。

町
の
出
資
比
率
の
関

係
で
、
経
営
状
況
の

報
告
義
務
は
な
い
が
、
会
社

の
協
力
を
い
た
だ
き
報
告
で

き
た
ら
と
思
う
。

問答

問答

答

問答

問

地
域
お
こ
し
協
力
隊

　 
活
動
と
会
社
の
状
況
は

問答

天
女
の
ふ
る
里

　  

東
郷
湖
「
花
」
基
金

　
基
金
の
活
用
は

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　
支
援
員
確
保
が
課
題

問

運用を開始した羽合第２放課後児童クラブ

答
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民
営
化
も
検
討
し
て
い
る

よ
う
だ
が
、
メ
リ
ッ
ト
、
デ

メ
リ
ッ
ト
を
把
握
し
、
慎
重

に
、
そ
し
て
早
急
に
対
応
し

て
ほ
し
い
。

　

５
年
間
の
事
業
が
終
了

し
、
補
助
金
が
な
く
な
っ
た

こ
と
で
、
生
産
性
が
確
保
で

き
る
の
か
心
配
さ
れ
る
。

　

梨
の
木
オ
ー
ナ
ー
制
度
を

確
立
、
ま
た
特
産
品
の
有
効

利
用
と
し
て
「
梨
の
葉
茶
」

の
原
材
料
生
産
に
も
取
り
組

ん
で
い
る
。

　

今
後
も
、
生
産
意
欲
を
継

続
さ
せ
る
た
め
に
も
、
必
要

な
支
援
を
し
て
ほ
し
い
。

　

現
在
、
ま
ち
づ
く
り
会
社

を
拠
点
に
協
力
隊
員
３
人
が

活
動
し
て
い
る
が
、
活
動
状

況
が
町
全
体
に
見
え
て
い

な
い
。

　

ま
た
、
決
算
報
告
の
義
務

は
な
い
会
社
で
あ
る
が
、

町
が
出
資
し
て
い
る
会
社

で
も
あ
り
、
議
会
に
対
し
て

早
い
段
階
で
報
告
を
し
て
ほ

し
い
。

　

支
援
員
の
確
保
が
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

近
年
、
利
用
者
が
増
加
し

て
お
り
、
影
響
を
受
け
る
の

は
子
ど
も
た
ち
で
あ
る
。

　

ど
の
よ
う
に
事
業
展
開
が

さ
れ
て
い
く
の
か
、
納
税
者

の
思
い
を
大
切
に
、
町
民
に

わ
か
り
や
す
く
発
信
し
、
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取
り
組

ん
で
ほ
し
い
。

　

決
算
審
査
特
別
委
員
会
に

付
託
さ
れ
た
、
17
会
計
の

決
算
と
２
会
計
の
剰
余
金

の
処
分
に
つ
い
て
、
す
べ
て

原
案
の
と
お
り
認
定
及
び
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま

し
た
。

　

決
算
審
査
過
程
で
の
お
も

な
指
摘
・
意
見
・
改
善
事
項

を
付
記
し
て
、
委
員
会
報
告

と
し
ま
し
た
。

決算審査特別委員長の審査報告

天
女
の
ふ
る
里
東
郷
湖

「
花
」
基
金
積
立
金

町
有
施
設
の
維
持
管
理
、

更
新
等
に
つ
い
て

　

町
内
に
は
、
町
有
施
設

が
多
数
存
在
す
る
。
耐
用

年
数
を
経
過
し
た
施
設
、

使
用
さ
れ
て
い
な
い
施
設

な
ど
も
見
受
け
ら
れ
る

が
、
多
く
の
施
設
は
今
後

の
方
針
が
決
定
さ
れ
て
い

な
い
。

　

早
期
に
方
針
を
決
定

し
、
財
源
を
確
保
し
な
が

ら
、
計
画
的
に
再
編
・
更

新
等
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

　

ま
た
、
維
持
管
理
経
費

の
面
か
ら
も
、
早
期
の
計

画
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

　

法
令
に
よ
り
法
定
点
検

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る

施
設
が
あ
る
が
、
令
和
元

年
度
に
法
定
点
検
が
行
わ

れ
て
い
な
い
施
設
が
あ
っ

た
。

　

再
度
、
法
定
点
検
の
実

施
状
況
を
確
認
し
、
法
令

を
順
守
す
る
こ
と
。

決
算
審
査
意
見

代
表
監
査
委
員　

金
涌
孝
則

議
会
選
出
監
査
委
員　

光
井
哲
治

令
和
元
年
度
決
算
審
査
特
別
委
員
会

審
　
査
　
報
　
告
（
抜
粋
）

　

今
後
も
、
積
極
的
に
展
開

し
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
確
立
し

て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

　

せ
っ
か
く
出
来
上
が
っ
た

も
の
が
縮
小
し
な
い
よ
う
に

継
続
し
て
ほ
し
い
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

事
業

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

事
業

東
郷
梨
地
域
連
携

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

海
の
駅
と
ま
り

ブ
ラ
ン
ド
化
事
業

　

ま
た
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が

設
置
さ
れ
た
が
、
も
う
少
し

目
立
つ
場
所
に
移
動
し
た
ほ

う
が
良
い
と
思
わ
れ
る
。

　

観
光
客
を
誘
導
す
る
よ
う

な
ル
ー
ト
設
定
な
ど
、
全
体

計
画
を
ま
と
め
、
今
後
も
進

め
て
ほ
し
い
。
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・�

園
芸
産
地
継
承
シ
ス
テ
ム

づ
く
り
支
援
事
業

１
２
０
万
円

　

梨
の
生
産
面
積
が
減
少
す

る
中
、
生
産
活
動
の
行
え
な

い
樹
園
地
を
管
理
し
て
、
新

た
な
担
い
手
に
継
承
す
る
事

業
。
保
全
作
業
を
行
う
グ

ル
ー
プ
に
費
用
の
一
部
を
助

成
す
る
。
当
初
予
定
の
２
か

所
に
、
優
良
園
１
か
所
30

ア
ー
ル
を
追
加
す
る
。

・�

公
共
下
水
道
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

・�

農
業
集
落
排
水
処
理
施
設

等
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

☆
一
般
会
計
は
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
８
億
１
４
９
万
円

を
追
加
し
、補
正
後
の
予
算
の

総
額
を
１
３
４
億
２
１
３
０
万

円
と
し
ま
し
た
。

　

お
も
な
内
容
を
紹
介
し

ま
す
。

・�

観
光
客
の
心
に
響
く
滞
在

型
地
域
創
造
事
業
補
助
事

業

３
０
０
万
円

　

町
内
の
古
民
家
を
交
流
民

泊
施
設
と
し
て
再
生
す
る
事

業
者
を
、
県
補
助
金
を
活
用

し
て
支
援
す
る
。

　

利
用
さ
れ
て
い
な
い
古
民

家
を
有
効
活
用
す
る
こ
と

で
、
新
た
な
関
係
人
口
の
拡

大
が
は
か
ら
れ
る
こ
と
を
期

待
す
る
も
の
。

・�

戦
略
的
園
芸
品
目
（
イ
チ

ゴ
「
と
っ
て
お
き
」
）
総

合
対
策
事
業

35
万
円

　

鳥
取
県
育
成
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
イ
チ
ゴ
品
種
「
と
っ
て
お

き
」
の
普
及
・
振
興
を
は
か

る
た
め
、
販
売
促
進
、
生
産

基
盤
整
備
な
ど
の
経
費
を
支

援
す
る
。

古
民
家
で
民
泊

・�

農
業
水
路
等
長
寿
命
化
・

防
災
減
災
事
業３

０
０
万
円

　

長
和
田
地
区
の
水
路
整
備

工
事
に
加
え
て
、
山
田
谷
た

め
池
で
防
水
シ
ー
ト
の
経
年

劣
化
に
よ
る
損
傷
が
見
つ
か

り
、
貯
水
量
確
保
の
た
め
補

修
工
事
を
実
施
す
る
。

・
農
地
耕
作
条
件
改
善
事
業

５
０
０
万
円

　

松
崎
駅
南
梨
生
産
団
地
整

備
区
域
で
、
一
部
土
壌
の
透
水

性
が
低
い
た
め
、
排
水
機
能

を
高
め
る
必
要
が
あ
る
箇
所

に
、
改
良
工
事
を
実
施
す
る
。

・�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
管
理

臨
時
経
費

４
１
６
５
万
円

　

老
朽
化
し
た
桜
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
施
設
体
育
館
を
解
体
す

る
。

　

羽
合
西
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で

は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
の

取
り
替
え
な
ど
を
行
う
。

下
水
道
の
超
過
使
用
料

を
値
上
げ
へ

体
育
館
を
解
体

梨
畑
の
廃
園
を
防
ぐ

活
動
に
支
援

イ
チ
ゴ
産
地
を
支
援

水
道
料
金
も
値
上
げ
へ

補
正
予
算

水
利
施
設
を
機
能
回
復

梨
産
地
の
維
持
に
向
け
て

クリスマスに向けて準備中（イチゴハウス）

　

将
来
的
に
受
益
者
の
減
少

や
、
老
朽
配
管
の
改
修
な
ど

で
、
維
持
管
理
の
負
担
増
が

避
け
ら
れ
な
い
。

　

そ
の
た
め
、
不
測
の
事
態

に
備
え
、
来
年
度
よ
り
超
過

使
用
料
を
値
上
げ
し
、
健
全

経
営
を
維
持
す
る
。

・�

水
道
事
業
給
水
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

下
水
道
と
同
様
の
理
由
か

ら
、
来
年
度
よ
り
基
本
料

金
及
び
超
過
料
金
を
値
上

げ
し
、
健
全
経
営
を
維
持
す

る
。

　

水
道
の
開
栓
・
閉
栓
手
数

料
は
値
下
げ
す
る
。

条
例
改
正

解体される体育館
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町
長
は
、
来
年
４

月
に
料
金
改
定
と
明

言
さ
れ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
の

関
係
も
あ
る
が
、
状
況
を
見

な
が
ら
対
応
し
た
い
。

　

　
料
金
体
系
は
、
ど

の
よ
う
に
し
て
決
定

し
て
い
く
の
か
。

　

町
は
、
検
討
委
員

会
か
ら
提
出
さ
れ
た

要
望
事
項
を
ふ
ま
え
、
決
定

し
て
い
く
。

答

総 務 産 業 常 任 委 員 会

☆
ウ
ラ
ン
残
土
の
堆
積
場
工

事
の
目
的
は
、
地
震
に
よ
り

地
滑
り
し
た
捨
て
石
が
、
河

川
な
ど
に
流
出
す
る
の
を
防

止
し
、
表
面
線
量
を
低
減
す

る
と
い
う
も
の
。

　
麻
畑
２
号
坑
の
二

期
工
事
は
、
い
つ
ご

ろ
始
ま
る
の
か
。

　

早
く
て
も
令
和
３

年
９
月
、
10
月
ご
ろ

と
聞
い
て
い
る
。

設
備
の
老
朽
化
・
耐
震
化

の
た
め
料
金
改
定

　
目
的
に
線
量
の
低

減
と
あ
る
が
、
今
の

線
量
の
数
値
は
ど
の
程
度

か
。

　

年
間
１
ミ
リ
シ
ー

ベ
ル
ト
以
下
で
、
基

準
値
以
内
の
数
値
で
あ
る
。

　
堆
積
場
は
何
か
所

あ
る
の
か
。
ま
た
、

今
後
の
予
定
は
。

　

方
面
に
４
か
所
、

麻
畑
に
４
か
所
あ

る
。
今
後
、
順
次
安
全
対
策

工
事
を
行
っ
て
い
く
予
定
。

☆
「
上
下
水
道
料
金
検
討
委
員
会
」
よ
り
、
料
金
改
定

の
意
見
書
が
提
出
さ
れ
、
町
は
、
具
体
案
作
成
に
と
り
か

か
っ
た
。

　
安
心
・
安
全
な
水
道
水
を
安
定
的
に
住
民
の
皆
さ
ん
に

供
給
し
よ
う
と
考
え
た
と
き
、
設
備
の
老
朽
化
・
耐
震
化

の
対
応
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
上
下
水
道
事
業
を
安
定

的
に
維
持
す
る
た
め
の
議
論
を
行
っ
た
。

　
９
月
に
条
例
が
整

備
さ
れ
る
が
、
上
下

水
道
使
用
料
の
改
定
は
い
つ

行
わ
れ
る
の
か
。

水道の安定供給をめざし施設保全
（羽合浄水場）

災害対策に着手する堆積場（麻畑）

　
料
金
改
定
は
、
今

後
ど
の
よ
う
な
計
画

を
考
え
て
い
る
の
か
。

　

５
年
を
ひ
と
区
切

り
と
し
て
計
算
し
、

大
体
３
年
ご
と
に
見
直
し
て

い
き
た
い
。

☆
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

事
業
は
、
農
地
を
地
域
の
活

動
で
管
理
し
て
い
く
団
体
に

支
援
す
る
事
業
。

　
今
年
度
よ
り
東
郷
地
区
を

中
心
に
10
団
体
が
広
域
組
織

「
湯
梨
浜
町
み
ど
り
の
保
全

会
」
と
し
て
統
合
さ
れ
、
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
会
計
、
事
務
担
当

は
新
し
く
雇
用
さ
れ

る
の
か
。

　

東
郷
土
地
改
良
区

の
事
務
員
が
、
週
２

日
担
当
さ
れ
る
。

　

統
合
さ
れ
る
メ

リ
ッ
ト
は
。

　

事
務
負
担
が
軽
減

さ
れ
、
現
場
活
動
に

専
念
で
き
る
。

　

ま
た
、
町
の
事
務
作
業

も
低
減
さ
れ
る
。

　
５
年
間
で
活
動
を

終
了
し
た
集
落
が
あ

る
。
今
後
も
こ
の
事
業
を
続

け
て
い
け
る
よ
う
な
働
き
か

け
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　

広
域
化
を
含
め
、

声
か
け
を
し
て
い
き

た
い
。

問

問 答

問 答

問答

問 答

問

問農
地
の
維
持
管
理
に

新
た
な
取
組
み

問 答答

堆
積
場
の
安
全
管
理
は

答

問答
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ど
の
よ
う
な
事
業

な
の
か
。

　

買
い
物
困
難
地
域

で
、
移
動
販
売
を
す

る
新
規
事
業
者
に
補
助
す

る
。

　
対
象
地
域
は
ど
こ

な
の
か
。

東
郷
ダ
ム
の
事
前
放
流

　

東
郷
地
区
、
泊
地

区
、
宇
野
、
橋
津
の

一
部
。　

す
で
に
移
動
販
売

を
さ
れ
て
い
る
方
が

あ
る
。

　
新
規
参
入
に
よ
り
共
倒
れ

に
な
り
は
し
な
い
か
。
な
ん

ら
か
の
支
援
が
必
要
で
は
な

い
か
。　

関
係
課
と
相
談

し
、
検
討
し
た
い
。

☆
令
和
元
年
の
東
日
本
台
風
を
受
け
、
政
府
は
ダ
ム
の
洪

水
調
節
機
能
の
強
化
方
針
を
打
ち
出
し
た
。

　
①�

全
国
す
べ
て
の
ダ
ム
で
「
事
前
放
流
等
」
を
実
施

す
る
。

　
②�

水
系
ご
と
に
河
川
・
ダ
ム
管
理
者
と
関
係
利
水
者

で
、
事
前
放
流
の
「
治
水
協
定
」
を
締
結
す
る
。

　
東
郷
ダ
ム
は
、
治
水
（
洪
水
対
策
）
と
利
水
（
生
活
・

農
業
用
水
な
ど
に
利
用
）
を
兼
ね
た
多
目
的
ダ
ム
。

　
事
前
放
流
は
９
月
か
ら
１
か
月
か
け
て
実
施
し
、
利
水

用
の
３
万
ト
ン
は
確
保
し
て
お
く
。

　
そ
の
後
、
12
月
か
ら
貯
水
を
始
め
る
。

治水・利水を兼ねた東郷ダム

既存の移動販売にも支援を

　
関
係
利
水
者
と
の

協
議
は
ど
う
す
る

の
か
。　

利
水
協
定
は
、
す

で
に
地
元
と
締
結
済

み
。

　

治
水
協
定
は
、
県
と
町
で

行
う
。　

地
元
に
対
し
て
の

説
明
は
な
い
の
か
。

　

利
水
は
確
保
し
て

い
る
の
で
、
地
元
に

は
影
響
が
な
く
、
説
明
会
は

し
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

　

区
長
な
ど
を
通

し
て
事
前
放
流
の

周
知
を
し
て
は
ど
う
か
。

　

そ
の
旨
を
、
県
に

伝
え
た
い
。

☆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
を
受
け
た
農
業
者
の
方

で
、
本
年
２
月
か
ら
４
月
に

野
菜
、
花
、
果
樹
、
お
茶
を

出
荷
し
、
継
続
し
て
次
期
作

に
取
り
組
む
生
産
者
を
支
援

す
る
。

　

申
請
受
付
は
９
月
下
旬

ま
で
。　

申
請
は
、
Ｊ
Ａ
の

部
会
で
対
応
す
る

の
か
。　

イ
チ
ゴ
部
会
・

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
部
会

の
組
合
員
は
、
Ｊ
Ａ
が
対
応

す
る
。

　

そ
れ
以
外
の
農
業
者
は
、

個
人
が
町
に
申
請
す
る
。

答 問 問答 答問

問答

農
業
生
産
者
を
支
援

問答

新
規
移
動
販
売
に
支
援

答

問答問
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転
入
前
の
住
所
地

で
、
同
様
の
給
付
金

を
受
け
取
っ
て
お
ら
れ
る
方

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
確

認
は
ど
う
す
る
の
か
。

　

前
住
所
地
に
確
認

す
る
の
か
、
自
己
申

告
と
す
る
の
か
を
検
討
中
だ

が
、
自
己
申
告
を
重
視
し
た

方
法
を
と
り
た
い
。

☆
老
朽
化
が
進
み
手
狭
と
な
っ
て
い
る
「
た
じ
り
こ
ど
も

園
」
を
、
旧
北
溟
中
学
校
跡
地
へ
新
設
移
転
す
る
計
画
の

具
体
化
に
向
け
、
基
本
計
画
の
策
定
に
着
手
す
る
。

　
旧
北
溟
中
学
校
跡
地
の
全
体
活
用
計
画
は
未
定
だ
が
、

園
舎
整
備
お
よ
び
園
庭
に
必
要
な
面
積
を
約
１
５
０
０
㎡

と
仮
定
し
、
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
用
途
と
し

て
、
今
年
度
中
を
目
途
に
作
成
す
る
。　

学
校
跡
地
へ
の
移

設
整
備
に
向
け
、
実

際
ど
れ
ほ
ど
の
用
地
が
必

要
な
の
か
把
握
し
て
お
き
た

い
。

　
基
本
設
計
の
完
成

と
あ
る
が
、
学
校
跡

地
利
用
の
全
容
が
未
定
の
中

で
、
こ
ど
も
園
整
備
を
優
先

的
に
計
画
す
る
の
か
。

移転へカウントダウン
（たじりこども園）

　

そ
れ
を
ふ
ま
え
、
民
間
活

用
地
と
の
整
合
性
を
は
か
っ

て
い
き
た
い
。

　

地
域
の
子
ど
も
た

ち
が
希
望
ど
お
り
入

園
で
き
る
よ
う
な
定
員
設
定

な
の
か
。

　

現
段
階
で
は
、
ま

だ
具
体
的
な
計
画
作

成
で
は
な
く
、
と
り
あ
え
ず

提
案
で
き
る
程
度
の
内
容
で

作
成
す
る
も
の
。

　
今
後
、
他
市
町
村

か
ら
移
住
し
て
き
て

も
大
丈
夫
か
。

　

総
定
員
数
か
ら
見

れ
ば
、
現
状
で
も
入

園
は
可
能
。

　
希
望
ど
お
り
に
入

園
で
き
る
規
模
の
施

設
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
。

　

規
模
を
大
き
く
し

て
も
保
育
士
が
足
り

な
い
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
も
視
野
に
入

れ
、
他
町
の
導
入
状
況
を
参

考
に
検
討
し
た
い
。

☆
国
基
準
を
拡
大
し
、
令
和

３
年
３
月
31
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
赤
ち
ゃ
ん
へ
、
10
万
円

の
給
付
を
実
施
す
る
。

　
他
市
町
村
か
ら
転

入
し
て
き
た
方
へ
の

対
応
は
。

　

転
入
し
て
こ
ら
れ

る
方
も
見
込
ん
だ
と

こ
ろ
で
、
１
３
０
人
分
の
予

算
を
計
上
し
て
い
る
。

問

答

問答

答

問 答

問　
危
険
な
状
態
の
是
正
を
強
く
要
請

答

た
じ
り
こ
ど
も
園
の
移
転
着
手
へ

問答問

転
入
の
赤
ち
ゃ
ん
に

も
支
援

☆
中
央
公
民
館
泊
分
館
の
建
替
工
事
に
着
手
し
て
い
る
が
、
体

育
館
利
用
者
な
ど
の
通
路
と
工
事
現
場
が
重
複
し
て
お
り
、
か

な
り
危
険
な
状
況
に
あ
る
。

　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
社
会
体
育
の
夜
間
利
用
者
の
た
め
に
、

安
全
通
路
の
確
保
や
、
夜
間
照
明
の
設
置
を
指
摘
要
請
し
た
。

夜間利用者の保護対策が必要
（泊分館前）
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常任委員会に付託した請願・陳情は、慎重に審査を行い次のとおり決定しました。

本会議での採決結果 ９月定例会

議案の内容

（○：賛成　×：反対など）

寺　

地

浦　

木

上　

野

濱　

中

河　

田

増　

井

光　

井

松　

岡

米　

田

竹　

中

会　

見

結　

果

議案第88号　令和元年度湯梨浜町
一般会計歳入歳出決算認定について

○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × 欠
席
賛成８人

認　定

議案第115号　湯梨浜町公共下水道
条例の一部を改正する条例について

○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × 欠
席
賛成８人

可　決

議案第116号　湯梨浜町農業集落排
水処理施設等の設置及び管理に関
する条例の一部を改正する条例に
ついて

○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × 欠
席
賛成８人

可　決

議案第117号　湯梨浜町水道事業給
水条例の一部を改正する条例につ
いて

○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × 欠
席
賛成８人

可　決

※議案の採決は、入江議長を除く１１人で行います。

※上記以外の議案は全会一致で可決及び認定しました。

件　　　名 請願・陳情者名 採決結果

国の責任による「20人学級」を展望した

少人数学級の前進を求める請願

新日本婦人の会鳥取県本部

会長　山内　淳子

採　　択
全会一致

  （国に意見書を提出）

検察官の定年延長に係る閣議決定の撤回

を求める意見書の提出について（陳情）
足羽　佑太 継続審査

日本国憲法第53条における臨時会召集に

ついて、法令等で召集期限を設定するこ

とを求める意見書の提出について（陳情）

足羽　佑太
採　　択
全会一致

  （国に意見書を提出）

「住民と議会の意見交換会」の日程が決まりました。みなさんのお越しをお待ちしています。

開　催　日 時　間 会　　　　　　場

１１月４日（水） 午後７時～８時 活性化センターはまなす（泊）

１１月５日（木） 午後７時～８時 中央公民館（東郷）

１１月６日（金） 午後７時～８時 役場羽合庁舎　別館講堂（羽合）

住民と議会の意見交換会

請 願 ・ 陳 情 審 査  
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いまだ衰えぬコロナ感染症へ新たな支援策

コロナ禍にめげずにたくましく育て

ゆりはま赤ちゃん特別支援金

１３０４万円

　国の基準日（令和２年４月２７日）
以後に生まれた赤ちゃん（令和３年
３月３１日まで）の家庭へ、町独自
の支援金１０万円を給付。

利用客との接触に万全を期す

理美容事業者等応援給付金

２６０万円
　どうしても利用者との接触が避け
られない業種の事業者に、感染拡大防
止対策のための応援金５万円を給付。

魚価低迷で出漁を自粛（泊漁港）

沿岸漁業者経営支援給付金

１８０万円
　流通量の減少で魚価が低下し、売
上高が大幅減少のため、漁協組合員
へ支援金を給付。

《対象業種》①理容業　②美容業　③エステ
ティック業　④リラクゼーション業（手技を用
いるもの）⑤ネイルサービス業　⑥あん摩マッ
サージ指圧師・はり師・きゅう師・柔道整復師

・�年間売上高４０万円以上９０万円未満の組合員
４万円
・年間売上高９０万円以上の組合員　８万円
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いまだ衰えぬコロナ感染症へ新たな支援策
　昨年度末からの新型コロナウイルス感染症の勢いは、いまだ衰えず拡大
しています。
　その影響は、地域経済にも大きな波紋となり、多種多様な業種へ、じわ
じわとダメージを与えています。
　そして、一般家庭の収入減も表面化し、日常生活に暗い影を落としてい
ます。
　そこで、国からの追加的財政支援を受け、町独自の各種政策などを駆使
し、町民のウィズコロナ生活を応援します。
　その中で、特徴的な支援策の一部を紹介します。

シャワールームの設置へ室内改修

国民宿舎水明荘改修

２５２７万円
　宿泊者への新型コロナ対策
や、災害時の宿泊避難所の提供
を見越し、客室２２か所にシャ
ワールームを設置。
　また、客室および共有スペー
スに空気清浄機２２台を設置。

観光客のにぎわい回帰を待つ温泉街

宿泊施設整備支援

２０００万円
　民間の宿泊業者に、観光客が
安心して利用できるよう、感染防
止対策への施設整備費を補助。
・上限４００万円×５施設
　（補助率４分の３）



一般
   質問 町政を問う
　９月定例会では、６人の議員が一般質問を行い、活発な議論を展開しま

した。

　一般質問は、議員が町の事務の執行状況や将来の方針などを町長や教育長

に問うものです。

　本町議会の質問時間は、１人につき質問答弁を含め60分以内で、時間内で

あれば質問回数に制限はありません。

質問者 質　問　事　項 ページ

松岡　昭博
①タニシ防除へ新事業の創設を

１５
②「町民の声」を反映した町政の実施を

上野　昭二
①７月豪雨を教訓に実践的対策を

１６
②過疎対策に移住定住の新たな一手を

米田　強美
①新型コロナウイルスとの共生社会は

１７
②障がい者の外出支援を

増井　久美
①コロナ禍へ支援拡充を

１８
②ゴミ袋を無料配布しては

浦木　　靖 ①今後の地域のあり方は １９

竹中　寿健 ①仮住まいの羽合分館の新設を １９

14ゆりはま議会　　第 68 号
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タニシ防除へ新事業の創設を

松
まつ

岡
おか

昭
あき

博
ひろ

ジャンボタニシ被害田（長江）

町長 物理的防除や耕種的管理などに
取り組む

【
問
】
東
郷
池
周
辺
の
湿
田

で
、
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
（
タ

ニ
シ
）
の
防
除
や
耕
作
放
棄

地
の
発
生
防
止
が
喫
緊
の
課

題
に
な
っ
て
い
る
。

①
今
ま
で
、
タ
ニ
シ
の
防
除

体
制
を
ど
の
よ
う
に
整
備

し
、
ど
の
よ
う
な
防
除
に
取

り
組
ん
で
き
た
の
か
。

②
防
除
の
た
め
、
物
理
的
防

除
、
耕
種
的
防
除
、
化
学
的

防
除
を
行
う
事
業
を
創
設
し

て
は
ど
う
か
。

③
特
産
物
の
確
保
や
湖
周
の

美
し
い
自
然
景
観
な
ど
を
守

る
た
め
、
町
は
必
要
な
場
所

を
指
定
・
支
援
し
、
保
全
管

理
を
進
め
、
耕
作
放
棄
地
の

発
生
防
止
に
取
り
組
ん
で
は

ど
う
か
。

【
町
長
】
①
平
成
30
年
度
か

ら
緊
急
対
策
と
し
て
、
稲
刈

り
後
、
水
田
を
耕
う
ん
し
、

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
を
死
滅
さ

せ
る
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

②
物
理
的
防
除
と
し
て
、
秋

耕
う
ん
、
取
水
、
排
水
口
に

網
の
設
置
。
畦
畔
沿
い
に
溝

を
掘
る
対
策
。
田
植
え
直
後

の
浅
水
管
理
が
有
効
と
さ
れ

る
耕
種
的
管
理
な
ど
を
進
め

て
い
く
。
化
学
的
防
除
は
環

境
に
配
慮
し
実
施
し
な
い
。

③
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画

に
基
づ
き
、
守
る
べ
き
農
用

地
域
を
定
め
農
業
振
興
を
は

か
る
。
東
郷
池
を
含
め
た
自

然
環
境
の
保
全
と
農
産
物
の

生
産
力
向
上
を
は
か
る
。

「町民の声」応募用紙

【
問
】
町
総
合
計
画
の
中
に

「
参
画
と
協
働
に
よ
る
住
民

が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
」
に

つ
い
て
、
町
民
か
ら
い
ろ
い

ろ
な
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。

①
「
町
民
の
声
」
は
、
行
政

へ
の
住
民
参
画
に
向
け
た
多

様
な
手
法
の
一
つ
だ
が
、
直

近
５
年
間
の
状
況
を
見
て

も
、
受
付
件
数
に
対
す
る
回

答
率
は
27
％
。
そ
し
て
公
表

率
は
10
％
と
低
い
。
な
ぜ
、

回
答
率
、
公
表
率
が
低
い

の
か
。

②
職
員
の
接
客
態
度
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て

い
る
の
か
。

　
ま
た
、
職
員
接
遇
向
上
に

つ
い
て
、
今
ま
で
ど
の
よ
う

な
方
針
の
も
と
に
、
ど
の
よ

う
な
指
導
を
行
っ
て
き
た

の
か
。

【
町
長
】
①
回
答
率
が
低
い

の
は
、
無
記
名
が
約
８
割
と

多
く
、
記
名
さ
れ
た
方
へ
の

回
答
が
約
２
割
と
な
っ
て
い

る
た
め
で
あ
る
。

　

公
表
率
が
低
い
の
は
、
町

民
に
か
か
わ
り
が
大
き
な
事

案
な
ど
広
く
周
知
す
べ
き
と

判
断
し
た
案
件
の
み
を
公
表

し
て
き
た
た
め
で
あ
る
。
８

月
か
ら
、
個
人
情
報
に
か
か

わ
る
案
件
以
外
は
、
す
べ
て

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て

い
る
。

②
職
員
全
員
が
同
質
の
高
い

レ
ベ
ル
ま
で
い
っ
て
い
な
い

と
感
じ
て
い
る
。
新
規
採
用

職
員
は
研
修
に
参
加
し
、
基

礎
か
ら
指
導
を
受
け
て
い
る
。

　

住
民
目
線
に
立
ち
、
丁
寧

な
対
応
に
よ
る
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
、
明
る
く
町
民
に

親
し
ま
れ
る
役
場
づ
く
り
を

呼
び
掛
け
て
い
る
。

「
町
民
の
声
」
を
反
映
し
た

　
　
　
　
　
　
町
政
の
実
施
を

町長

個
人
情
報
に
か
か
わ
る
も
の
以
外

は
す
べ
て
公
表
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大水害の記憶を伝承し心の備えを
（水明荘玄関前）

【
問
】
近
年
の
豪
雨
災
害

は
、
線
状
降
水
帯
が
頻
繁
に

発
生
し
、
幾
度
と
な
く
、
災

害
危
険
レ
ベ
ル
５
が
発
せ
ら

れ
て
い
る
。

　
本
年
７
月
の
熊
本
県
・
球

磨
川
氾
濫
は
、
地
理
条
件
的

に
天
神
川
流
域
と
酷
似
し
て

お
り
、
危
機
感
を
感
じ
た
。　

　
町
民
の
命
は
必
ず
守
れ
る

よ
う
、
減
災
対
策
が
最
重
要

と
考
え
提
案
す
る
。

①
区
長
と
の
連
携
に
、
携
帯

無
線
機
の
配
備
。

②
町
内
要
所
へ
常
設
カ
メ
ラ

の
設
置
と
、
対
策
本
部
へ

集
中
モ
ニ
タ
ー
監
視
所
の

整
備
。

③
水
害
歴
史
の
記
憶
継
承

へ
、
東
郷
池
周
辺
自
治
区

の
要
所
に
水
位
記
録
柱
の

設
置
。

【
町
長
】
①
携
帯
無
線
機
の

配
備
に
つ
い
て
は
、
配
備
体

制
や
対
象
者
の
問
題
、
ま

た
、
同
時
に
話
が
で
き
な
い

点
も
あ
り
今
は
考
え
て
い
な

い
。

②
本
町
に
は
、
国
、
県
が
設

置
の
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
が
15
か

所
あ
る
。
今
年
度
、
原
川
・

埴
見
川
に
設
置
の
予
定
。
そ

の
他
、
学
校
関
係
13
施
設
と

除
雪
用
に
２
か
所
常
設
。
集

中
モ
ニ
タ
ー
監
視
所
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
倉
敷
市
の
導

入
事
例
な
ど
を
参
照
・
研
究

す
る
。

③
水
明
荘
玄
関
前
に
「
昭
和

大
水
害
記
録
柱
」
が
あ
る
。

　

そ
の
ほ
か
へ
の
設
置
に
つ

い
て
は
、
過
去
に
浸
水
し
た

地
域
を
考
え
対
応
し
た
い
。

上
うえ

野
の

昭
しょう

二
じ

町長

７月豪雨を教訓に実践的対策を
過去の被災地を考え記録柱を
新設

空き家・空き地の増加で過疎化
に拍車（泊地域全景）

過
疎
対
策
に
移
住
定
住
の

　
　
　
　
　   

新
た
な
一
手
を

町長

さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
調
査
検
討

が
必
要

【
問
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
勢
い
は
、
な
か
な
か
治

ま
ら
な
い
。

　

経
済
活
動
と
の
関
係
か

ら
、
長
期
の
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

生
活
が
強
い
ら
れ
る
。

　
首
都
圏
や
大
都
市
の
住
民

は
、
現
生
活
圏
に
縛
ら
れ
て

い
る
。

　
子
育
て
家
庭
で
は
、
せ
め

て
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
も
開

放
で
き
な
い
も
の
か
と
、
心

を
痛
め
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
離
島
留
学
制
度

の
よ
う
に
、
児
童
生
徒
単
独

留
学
や
、
家
族
ま
る
ご
と

の
、
移
住
定
住
を
提
案
し
た

い
。　
　

　

過
疎
対
策
の
一
環
と
し

て
、
自
己
負
担
を
軽
減
す

る
、
魅
力
あ
る
留
学
制
度
の

導
入
に
よ
り
、
都
市
部
救
済

の
一
助
と
し
て
、
貢
献
し
て

は
ど
う
か
。

【
町
長
】
都
市
部
の
家
族
ま

る
ご
と
移
住
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
も
対
象
だ
が
、
小

中
高
生
の
単
独
移
住
と
な
る

と
、
留
学
す
る
メ
リ
ッ
ト
の

創
出
や
、
学
校
現
場
や
受
け

入
れ
先
な
ど
の
課
題
が
あ

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
観
点
か
ら

調
査
・
検
討
が
必
要
で
、
そ

の
上
で
実
施
と
な
れ
ば
過
疎

債
や
地
方
創
生
交
付
金
な
ど

を
活
用
す
る
。

　

町
の
魅
力
、
安
心
感
な
ど

分
析
模
索
し
た
い
。

【
教
育
長
】
移
住
定
住
し
て

こ
ら
れ
た
小
中
学
生
を
受
け

入
れ
る
こ
と
は
当
然
で
、
学

校
と
連
携
し
て
受
け
入
れ
体

制
を
整
え
歓
迎
し
た
い
。
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笑顔輝く、ゆりはま子育て応援フェスタ
2020（ハワイアロハホール）

【
問
】
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影

響
が
懸
念
さ
れ
る
。

①
貧
困
対
策
の
計
画
策
定
に

は
、
実
態
の
把
握
が
重
要
だ

と
考
え
る
。
ど
の
よ
う
に
進

め
る
の
か
。

②
固
定
資
産
税
の
軽
減
措

置
。
土
地
分
に
つ
い
て
は
税

額
に
見
合
う
支
援
が
で
き
な

い
か
。　
　

　
町
独
自
の
家
賃
支
援
事
業

を
、
倉
吉
市
に
出
店
の
事
業

者
に
も
支
援
の
拡
充
を
。

③
孤
立
し
が
ち
な
高
齢
者

に
、
見
守
り
支
援
を
。

④
今
後
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
ど

の
よ
う
に
開
催
し
て
い
く
の

か
。

【
町
長
】
①
町
の
次
期
総
合

計
画
策
定
作
業
の
中
で
、
子

ど
も
の
貧
困
対
策
計
画
と
し

て
作
る
の
か
検
討
し
た
い
。

②
土
地
の
固
定
資
産
税
の
減

免
に
代
え
た
支
援
は
考
え
て

い
な
い
。

　

本
町
と
倉
吉
市
が
独
自
の

家
賃
支
援
給
付
制
度
を
設
け

て
お
り
、
倉
吉
市
と
本
町
の

支
給
対
象
の
整
理
を
は
か
っ

た
。

③
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
な

ど
と
も
連
携
し
、
効
果
的
な

事
業
を
引
き
続
き
推
進
し
て

い
く
。

④
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
つ
い
て

は
、
今
後
も
、
国
、
県
の
方

針
に
沿
っ
て
考
え
て
い
く
。

米
よね

田
だ

強
つよ

美
み

新しくオープンした障がい者生活支援センター
（レークサイド・ヴィレッジゆりはま）

【
問
】
障
害
者
自
立
支
援
法

を
改
正
す
る
形
で
、
障
害
者

総
合
支
援
法
が
２
０
１
３
年

に
施
行
。
法
律
や
制
度
は

徐
々
に
整
備
さ
れ
て
き
た

が
、
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
な

ど
は
、
常
に
検
証
が
必
要
だ

と
考
え
る
。

　
視
覚
障
害
の
人
か
ら
、
外

泊
支
援
が
受
け
ら
れ
な
い
と

相
談
を
受
け
た
。
町
で
は
外

泊
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

対
応
し
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
町
の
移
動
支
援

サ
ー
ビ
ス
で
、
外
泊
サ
ー
ビ

ス
が
行
え
な
い
か
問
う
。

【
町
長
】
外
泊
に
係
る
、
障

が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
事

前
に
サ
ー
ビ
ス
利
用
計
画
の

調
整
を
計
画
相
談
員
が
行
っ

て
お
り
、
ぜ
ひ
相
談
し
て
ほ

し
い
。

　

ま
た
、
地
域
生
活
支
援
事

業
の
「
移
動
支
援
」
で
は
、

宿
泊
の
場
合
も
対
応
す
る
こ

と
が
可
能
。

　

利
用
さ
れ
る
場
合
は
、
町

総
合
福
祉
課
へ
申
し
込
み
、

利
用
し
て
い
た
だ
く
。

　

こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
利
用

に
つ
い
て
は
、
手
帳
交
付
の

際
な
ど
の
機
会
を
捉
え
、
周

知
徹
底
を
は
か
っ
て
い
く
。

障
が
い
者
の
外
出
支
援
を

町長

周
知
徹
底
を
は
か
っ
て
い
く

新型コロナウイルスとの
　　　　　　　共生社会は
町長 国、県の方針に沿ってイベント開催
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コロナに負けるな　手洗い励行

【
問
】
コ
ロ
ナ
の
影
響
は
な

か
な
か
治
ま
ら
な
い
。
現
在

の
町
へ
の
影
響
を
ど
う
把
握

し
て
い
る
か
。

　

ま
た
、「
農
業
者
」
も
持

続
化
給
付
金
の
対
象
に
な
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

る
。
周
知
し
て
農
業
者
を
応

援
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
特
別
給
付
金
を
申
請
日
以

降
に
生
ま
れ
た
新
生
児
に
も

支
給
し
て
は
ど
う
か
。

　
９
月
議
会
に
水
道
、
下
水

道
料
金
の
引
き
上
げ
が
提
案

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
コ
ロ

ナ
禍
の
と
き
に
引
き
上
げ
す

べ
き
で
は
な
い
。

　
提
案
を
中
止
し
、
町
民
応

援
の
た
め
上
下
水
道
料
金
の

免
除
を
し
て
は
ど
う
か
。

【
町
長
】
影
響
の
把
握
は
、

各
団
体
や
事
業
者
、
一
人
暮

ら
し
の
高
齢
者
、
障
が
い
の

あ
る
方
な
ど
、
各
担
当
課
が

直
接
伺
い
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

農
業
者
へ
の
周
知
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｔ
Ｃ
Ｃ
文

字
放
送
な
ど
で
広
報
し
て

い
る
。

　

新
生
児
へ
の
支
給
は
、
町

独
自
の
施
策
と
し
て
、
令
和

２
年
４
月
28
日
か
ら
令
和
３

年
３
月
31
日
ま
で
に
出
生
し

た
子
ど
も
の
家
庭
へ
、
１
人

当
た
り
10
万
円
を
支
給
す
る

こ
と
と
し
た
。

　

水
道
料
金
に
つ
い
て
は
、

非
常
に
厳
し
い
状
況
で
あ

り
、
来
年
４
月
１
日
か
ら
の

料
金
改
定
を
御
理
解
い
た
だ

き
た
い
。

コロナ禍へ支援拡充を
町長 町独自に新生児へ給付枠を拡大

増
ます

井
い

久
く

美
み

コロナで家庭ゴミ増えたか

ゴ
ミ
袋
を
無
料
配
布
し
て
は

町長

現
行
の
限
定
配
布
を
拡
大

【
問
】
本
町
の
ゴ
ミ
袋
は
、

合
併
当
初
か
ら
敬
仁
会
館
１

社
と
の
随
意
契
約
と
な
っ
て

い
る
。
な
ぜ
随
意
契
約
な
の

か
。

　

ま
た
、
北
栄
町
、
琴
浦

町
、
三
朝
町
も
敬
仁
会
館
と

の
随
意
契
約
だ
が
、
あ
ま
り

に
も
契
約
金
額
に
差
が
あ

る
。
な
ぜ
本
町
は
他
町
に
比

べ
高
い
の
か
、
そ
の
理
由
を

聞
き
た
い
。

　
現
在
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

ど
の
家
庭
も
、
少
な
か
ら
ず

影
響
を
受
け
て
い
る
。

　
マ
ス
ク
購
入
、
消
毒
液
購

入
、
ゴ
ミ
の
増
加
な
ど
個
人

で
対
処
す
る
も
の
も
多
い
。

　
各
家
庭
応
援
の
た
め
、
ゴ

ミ
袋
を
無
料
配
布
し
て
は
ど

う
か
。

【
町
長
】
随
意
契
約
に
つ
い

て
は
、
平
成
25
年
11
月
に

「
湯
梨
浜
町
障
が
い
者
就
労

施
設
等
優
先
調
達
方
針
」
を

制
定
し
、
優
先
調
達
の
対
象

物
品
で
あ
る
ゴ
ミ
袋
は
、
県

中
部
で
対
応
で
き
る
障
が
い

者
就
労
施
設
が
１
社
し
か
な

く
、
随
意
契
約
を
締
結
し
て

い
る
。

　

契
約
金
額
の
差
に
つ
い
て

は
、
外
国
製
品
か
国
産
品
か

の
違
い
が
あ
る
。
国
産
品
を

使
用
し
て
い
る
３
市
町
の
中

で
は
、
発
注
数
量
が
一
番
多

い
本
町
が
一
番
安
い
と
聞
い

て
い
る
。

　

現
在
、
無
料
配
布
に
つ
い

て
は
、
３
才
未
満
の
乳
幼
児

が
い
る
世
帯
な
ど
、
特
定
の

世
帯
に
限
定
し
、
年
間
に
ゴ

ミ
袋
の
大
を
50
枚
提
供
し
て

い
る
。
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多くの住民が参加しての花ガーデン
づくり（泊地区）

今後の地域のあり方は
町長

【
問
】
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
対

策
を
、
住
民
の
方
は
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
。

　

た
だ
、
そ
の
こ
と
に
よ

り
、
地
域
・
行
政
な
ど
の
事

業
が
中
止
、
短
縮
と
な
り
、

人
と
の
交
流
が
少
な
く
な
っ

て
い
る
と
思
う
。

　
今
後
、
感
染
症
が
３
波
・

４
波
と
続
き
長
期
化
し
た
場

合
、
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い

が
基
本
に
な
っ
て
い
る
地
域

づ
く
り
・
あ
り
方
に
つ
い
て

の
対
応
策
を
考
え
て
い
る

の
か
。

　
ま
た
、
認
知
症
の
人
や
家

族
介
護
者
、
そ
し
て
高
齢
の

人
が
孤
立
し
な
い
よ
う
に
、

そ
の
対
応
、
対
策
を
考
え
て

い
る
の
か
。

【
町
長
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
予
防
策
の
自
治
会

向
け
に
は
、
鳥
取
型
「
新
し

い
生
活
様
式
」
に
即
し
た
資

料
を
作
成
し
、
注
意
点
や
工

夫
例
を
紹
介
し
、
地
域
の
活

性
化
に
取
り
組
み
た
い
。

　

高
齢
者
の
孤
立
防
止
に

は
、
声
か
け
・
見
守
り
が
必

要
な
方
へ
感
染
予
防
を
徹
底

し
な
が
ら
、
取
り
組
み
を
強

化
し
て
い
き
た
い
。

【
教
育
長
】
公
民
館
活
動

は
、
中
止
や
延
期
が
続
い
て

い
る
。
今
後
は
、
３
密
を
避

け
、
マ
ス
ク
着
用
や
手
の
消

毒
を
励
行
し
、
可
能
な
限

り
多
く
の
事
業
を
実
施
し

た
い
。

浦
うら

木
き

　 靖
やすし

鳥取型「新しい生活様式」で
活性化を

羽合地区の社会教育拠点（羽合分館）

【
問
】
中
央
公
民
館
羽
合
分

館
は
、
ア
ロ
ハ
ホ
ー
ル
を
借

り
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。
趣

味
や
サ
ー
ク
ル
な
ど
の
発
表

す
る
場
は
あ
る
の
か
。

　

文
化
活
動
の
低
下
が
懸

念
さ
れ
る
現
状
に
つ
い
て

問
う
。

　
旧
羽
合
地
区
は
、
バ
イ
パ

ス
開
通
な
ど
に
よ
り
、
人
口

増
加
が
予
測
さ
れ
る
。

　
新
し
い
町
民
と
の
地
域
交

流
、
文
化
交
流
は
不
可
欠
で

あ
る
。
気
楽
に
集
え
る
公
民

館
、
ま
た
防
災
拠
点
と
し

て
、
公
民
館
新
設
を
強
く
要

望
し
た
い
。

【
町
長
】
羽
合
分
館
を
ア
ロ

ハ
ホ
ー
ル
に
移
し
た
も
の

で
、
仮
住
ま
い
と
い
う
認
識

は
な
い
。

【
教
育
長
】
平
成
26
年
か
ら

は
３
館
体
制
で
、
社
会
教
育

の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

作
品
展
示
は
、
ア
ロ
ハ
ホ
ー

ル
東
側
廊
下
の
壁
面
に
写
真

や
パ
ネ
ル
を
飾
っ
て
い
る
。

　

転
入
さ
れ
た
方
と
の
文
化

交
流
は
、
公
民
館
だ
よ
り
な

ど
を
活
用
し
、
事
業
参
加
に

努
め
て
い
き
た
い
。

竹
たけ

中
なか

寿
とし

健
たけ

町長

仮住まいの羽合分館の新設を

仮住まいという認識はない
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議会の傍聴をお気軽に

【
編
集
】

　
　議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
今
年
の
仲
秋
の
名
月
は
、

10
月
１
日
で
、
そ
の
夜
は
雲

も
ほ
と
ん
ど
な
く
空
気
も
澄

み
、
絶
好
の
月
見
日
和
で

あ
っ
た
。

　
朝
方
の
ほ
う
が
満
月
に

な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
も
あ

り
、
私
は
３
時
ご
ろ
に
起

き
、
外
に
出
て
西
に
傾
い
て

い
た
満
月
を
見
た
。

　
ほ
ん
と
に
澄
み
切
っ
た
夜

空
っ
て
、
こ
ん
な
に
す
が
す

が
し
い
気
持
ち
に
さ
せ
て
く

れ
る
も
の
か
と
、
あ
ら
た
め

て
自
然
の
大
切
さ
を
思
い
、

子
ど
も
た
ち
に
こ
の
素
晴
ら

し
さ
を
引
き
継
い
で
や
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
。

　
「
地
球
を
大
切
に
、
そ
し

て
感
謝
・
あ
り
が
と
う
」

（
記
　
浦
木
）
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　傍聴は議会の審議内容や、議会活動、町政の内容などを知ることのできる身近な方法です。ど

なたでも傍聴できますので、役場３階へお気軽にお越しください。

　議会の日程は、広報ゆりはま、防災無線放送、町ホームページでお知らせします。

　私の生まれた場所は、海と山に囲まれ

た泊村と呼ばれた小さな村でした。毎

日、友達や上級生のお兄さんたちと虫取

り探検や海水浴などをして自然の恩恵を

めいっぱい体験しました。

　当時通った泊小学校には、芝生の校

庭、山の中のアスレチック、牧場、梨

畑、ステンドグラスのあるランチルー

ム、プラネタリウムなど、自然と最新の

設備とが融合した国内でも珍しい学校

で、ワクワクした学校生活だったことを

今でも思い出します。

　私は現在、ドローンを使って映像を作

る仕事をしています。湯梨浜町にはド

ローンが安全に飛行・撮影できる場所が

豊富です。「空から見た故郷」そこには

今まで知らなかった世界が無限に広がっ

ています。

　今は撮影が主体となっているドローン

ですが、今後、農業や工業、運輸などで

の活躍の場がさらに広がり、湯梨浜町での

暮らしをより豊かにしてくれるでしょう。

　町村合併により町は大きく賑やかにな

りました。たくさんの歴史や伝統文化を

共有できるようになりました。北条バイ

パスの整備による交通の利便性の向上に

より、アフターコロナでは多くの人が訪

れ、さらに賑やかになっていくでしょう。

　しかし、一つだけ忘れてはいけないの

が「人間は自然の一部」ということ。水

も空気も土も美しい自然があるからこそ

です。　　

　今ある自然と、テクノロジー。この二

つが共存して発展していける。そんな街

になってほしいなと願っています。

山田　太一 さん（宇谷）


